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大船渡土木センター  
平成 29年 3月 25日（土）、大船渡市三陸町綾里の恋し浜トンネル綾里側坑口にて、主要地方道大

船渡綾里三陸線小石浜地区地域連携道路整備事業の開通式を開催しました。 

式典では、小向沿岸広域振興局長による挨拶、戸田大船渡市長及び田村県議議会議長の祝辞、地元

住民から喜びの声の発表、田中大船渡土木センター所長より事業経過報告が行われました。 

その後、大船渡市恋し浜トンネル整備促進期成同盟会にデザインして頂いたレリーフの除幕、テープカットとく

す玉開被が行われ、開通の記念とこれからの交通安全を願い、地元小石浜の伝統芸能である小石浜飛龍権

現舞披露の後開通パレードが行われました。 

式典参加者からは、「半世紀以上も待っていた悲願で

あり、小・中学校へのスクールバス交通等住民の利便性

が上がるのはもちろんのこと、市外からの来訪者も足を伸

ばしやすくなる。」と悲願達成の喜びの声が聞こえました。 

これまでの当該区間は、幅員が 4m 程度、曲線半径

30m以下のカーブが34箇所、最急縦断勾配が 12％と

なっており、本路線最大の難所となっていました。 

今回恋し浜トンネルを含む計画延長 2,320mの道路

改良を行うことにより峠道が解消され、移動時間が 14分

から 3 分と、約 11 分の短縮となり、救急患者輸送の負

担の軽減、産業面では、恋し浜ホタテをはじめとする物流

面での改善や、「恋し浜ブランド」による観光面での誘客

の促進などが期待されます。 

また、大船渡地域振興センターと連携して恋愛成就の

パワースポットである『恋し浜駅』へ誘う道づくりを企画し、

道路施設の工夫を行いました。（詳細は右のマップをご

覧下さい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～昭和 31年旧三陸村誕生時からの悲願達成～ 

小向振興局長 挨拶 

小向沿岸振興局長 挨拶 


